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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

58kDa

RCBTB1

RCBTB1; CLLD7; E4.5; RCC1 and BTB domain-containing protein 1; Chronic lymphocytic
leukemia deletion region gene 7 protein; CLL deletion region gene 7 protein; Regulator of
chromosome condensation and BTB domain-containing protein 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、N末端にRCC1ドメイン、C末端にBTB（broad complex, tramtrack and bric-a-brac）ドメインを持つタンパク質をコードしています。ラットでは、血管平滑筋細胞におけるこの遺伝子の過剰発現により細胞肥大が誘導されました。ラットでは、RCBTB1のC末端がアンジオテンシンII受容体1Aと相互作用します。ヒトでは、この遺伝子はB細胞性慢性リンパ性白血病やその他のリンパ系悪性腫瘍で高頻度に欠失する染色体13q領域にマッピングされています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:クロマチンリモデリングによる細胞周期制御に関与している可能性がある。,類似性:1つのBTB（POZ）ドメインを含む。,類似性:2つのBTB（POZ）ドメインを含む。,類似性:6つのRCC1リピートを含む。,組織特異性:普遍的に発現する。,
	研究分野
	-
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	RCBTB1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

